


お 知 


・LED 光 源 に は バラ ツキ が ある た め 、 同 一 形 名 商品 で も 商品 ご と に 発光 色 、 明 る さ が 異 な る 場合 が あめ ありま す が 実 常 で は あり ませ ん 。 
・ 点 灯 ・ 消灯 直後 に 、 灯 具 か ら さ し み 音 が 聞こ える こと が あり ます が 、 異 常 で は あり ませ ん 。 
・ [喫煙 に よる 煙 や 、 ほ こり の 多い 場所 で は 、 気 流 に より 器具 の 周り に 汚れ が 集中 する こと が あり ます 。 
畜 具 の 明る さ を 保 つた め に は 、 本 体 バ ネル の 定期 的 な 清掃 そお すす めし ます 。 
RE 人 、 
友 司 が あり ます 。 
・ 回 時 通訳 な ご の 誘導 無線 を ご 使用 に な る 場合 、 雑 音 が 入る こと が あり ます 。 
・ 安 全 上 、 LED 光 源 を 直視 する こと はお や めく だ さい 。 
・ 照 射 距 離 が 近い 場合 や 照 射 面 な ど に よっ て 光 ム ラ が 気 に な る 場合 が あり ます の で ご 了承 くだ さい 。 
・ 照明 器具 に は 寿命 が あり ます 。 
設置 し て 10 年 経つ と 、 外 観 に 異常 が な く て も 内 部 の 劣化 は 進行 し て いま す 。 点検 、 交 換 を お すす めし ます 。 

1 年 に 1 回 は [安全 チ ェ ッ クシ ー ト ]」( 当 社 ホ ー ム ペー ジ か が から ダウ ン ロ ー ド で きま す ) に 基づき 自主 点検 し て くだ さい 。 

※ 寿 命 は 設計 値 で め り 、 保 証 値 で は あり ませ ん 。 

(周囲 温度 G0C、1 日 10 時 間 点 灯 、 年 間 3.000 時 間 点 灯 時 :JIS C8105-1 解説 に よる ) 

使用 条件 、 取 付 馬 件 に より 変化 し ます 。 
・LED 光 源 の 交換 は お こ な え な い ゆい 構造 の た め 、 寿 命 を 迎え た 場合 は 器具 全体 の 交換 て な り ま す 。 
( 箕 具 交換 に は 電気 工事 士 の 資格 が 必要 で す 。 交 換 作 業 は 必ず 工事 店 に 依頼 し て くだ さい ) 
束 品 を 運搬 し た だ た り 取 り 付 けた りす る 際 、 け が を し な いよ うに 手袋 な ご ど を 間 用 し て くだ さい 、。 
調 光 轄 の 調 光 率 (⑦6) と 目 の 感 じ る 明る ざさ の 関係 は 一 致し な い 場 合 が あり ます 。 
・ 調 光 突 に より 調 光 動 作 の 状況 が 異な る 場合 が あり ます が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 


お 手入れ ・ お 手入れ の 際 は 必ず 電源 を 切り 、 水 また は ぬる ま 湯 を 用 いる か 、 汚 れ が 落ち に くい と き は 中 性 洗剤 (例え ば 台所 
洗剤 ) の 1 一 296 の 水溶 液 を 用 いて 柔らか い 布 を 浸し 、 よ く 絞 っ て か ら 、 汚 れ だ 部 分 を 軽く 拭き 取っ て くだ さい 。 
・ 和 具 を 水洗 いし た り 、 人 金属 部 分 を クレ ン ザ ー や た わし で 磨 か な いで くだ さい 。 
・ シ ン ナ ー、 ベ ンジ ン な ご どの 有機 溶剤 、 ア ルカ リ 、 怪 酸性 、 塩 素 系 洗剤 で は 拭 か な いで くだ さい 。 


( 未 計 と アア ノ タ ー サ ー ヒス (よく お 読み くだ さい ) 


修理 を 依頼 され る と き は 


異 滞 が ある と き は 使用 を や め て くだ さい 。 
ノ お 買い あげ の 販売 店 (工事 店 ) に 次 の こと を お 知ら せく だ さい 。 
・ 品 名 : スト レー ト 型 LED 贈 明 
・ 形 名 : ( 外 ケ ー ス 内 面 貼付 の 器具 銘板 に 記載 の 形 名 ) 
・ お 買い あげ 日 (年 月 日 ) ・ 故 障 の 状態 (具体 的 に ) 


保証 に つい て 





@ 保証 期間 … お 買い あげ の 日 か ら 1 年 間 で す 。 
保証 書 が 必要 な 場合 は 販売 店 (工事 店 ) ま で お 申 
し 還 く だ ざし 





保証 の 免責 事項 
・ ご 住所 (付近 の 目印 も 合わ せ て お 知ら せく だ さい ) 
・ お 名 前 ・ 直 話 番号 ・ ご 訪問 希望 


@ 先 責 事項 に つき まし て は 、 保 証書 、 ま た は カタ 

ログ を ご 参照 くだ さい 。 

お 買い あげ の 際 に 記入 され る と 便利 で す 。 

販売 店 名 

電 話 ( 

お 買い あげ 日 @ 当社 は LED 照 明 の 補修 用 性 能 部 品 を 製品 の 造 
mr 打 ] 切 後 、6 年 保有 し て いま す 。 

修理 料 短 の し くみ e 補修 用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 す 

@ 公理 料金 は 、 技 休 料 ・ 部 品 代 ・ 出 張 社 な ど で 構 成 さ れ て いま す 。 る た め に 必要 な 部 品 で す 。 

故障 し た 製品 を 正常 に 修復 する た め の 料 金 で す 。 

修理 に 使用 し た 部 品 代金 で す 。 

製品 の ある 場所 へ 技術 者 を 派遣 する 場合 の 料金 で す 。 


DL-NA27NM DL-NA28NM DL-NA29NM 


定格 電圧 AC100 一 4 ら V 
50/60Hz 


全 修 用 性 能 部 品 の 保有 期間 








0.43~0. 18A 


消費 電力 42~41W 
約 2.3kg 
設計 寿命 40.000 時 間 

PWM 調 光 信号 万 式 (1 kHZ) 

約 5 一 1009%6( 全 光束 ) 
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EE IX 請 唐 人 


DL-NA27NM 
DL-NA28NM 
DL-NA29NM 


( 昼 日 色相 当 乳 日 バネ ル ) 


お 客 様 へ 

@ こ の 避 具 の 施工 に は 電気 工事 士 の 資格 が 必要 で す 。 
取付 工事 は 必ず 電気 工事 店 に 依頼 し て くだ さい 。 

@ 一 股 の 方 の 工事 は 法律 で 禁じ られ て お り ま す 。 

工事 店 様 へ 

@ 丁 事 が 終了 し まし た ら 、 本 説明 書 は 、 必 ず お 客 様 
へ ペ お 選民 く た さる し 

お 買い あげ いた だ き 、 ま こと に あり が と う ご ざ いま し 
た 。 本 説明 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使い くだ 
さり 

ご 使用 の 前 に 「 安 全 上 の ご 注意 」 を 必ず お 読み くだ さい 。 

本 説明 書 は 、 い つ で も 見 る こと が で きる 所 に 必ず 保存 
し < くだ ざり 


安全 上 の ご 注意 
(こん エ ん た 
必ず お 守り くだ さい 

人 へ の 危害 、 財産 へ の 損害 を 防ぐ た め 、 お 守り いた だ 


く こ と を 説明 し て いま す 。 


田 諾 っ た 使い か た で 生じ る 内 容 を 次 の よう に 区 分 し て 、 
説明 し て いま す 。 


人 警 告 PPE まお. は 重 全 を 負う お それ が ある 」 
村 呈 内 容 。 


人 注 蘭 「 至 傷 を 負う 、 ま た は 財産 に 損害 を 
ん 上 受け る お それ が ある | 内 容 。 


画 お 守り いた だ く 内 容 の 種類 人 を 次 の 図 記 号 で 店 明 し て 
いま す 。 


QO し て は いけ な いこ こ 。 











(1 し な けれ ば な ら な いこ と 。 


る ⑧@ こ の 器具 は 、 ア ンカ ー ボ ルト 吊り 下げ 専用 器具 で す 。 
木 ネ ジ な と に よ る 固定 や 、 壁 面 等 の 天井 面 以外 に は 取り 付け な い 。 
(指定 以外 の 取り 付け を お こ な う と 舌 具 落下 や 水滴 に よる 
改 障 の 原因 ) 

⑧ 央 具 を 布 や 紙 な どの 可燃 物 で 牧 っ た り 、 和 被せ た り 、 燃 え や 
すい も の を 近づけ な い 。( 火 災 の 原因 ) 

0 被 照 射 物 と 器具 は 50cm 以 下 に 近づけ な い 。 
と くに 絹 、 皮 、 布 地 な ど | 色 落 ち 」 の お それ が ある 物 に 照射 
する 場合 は 注意 が 必要 。( 被 照射 物 の 火災 、 変 色 、 裾 色 の 原因 ) 

⑧ 央 具 を 改造 し た り 、 部 品 を 変更 し て 使う こと は 絶対 に や め る 。 
( 番 具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 

⑧ 工 事 、 修 理 の と き 以 外 は 分 解 し な い 。 
( 番 具 落下 、 感 電 、 火 災 の 原因 ) 

@@ 碧 具 に 他 の 和 荷重 を か け な い 。 (落下 、 感 電 、 焼 損 の 原因 ) 

@ こ の 器具 は 湯気 、 湿 穫 の 多い 場所 、 お よび 直接 雨 が か か る 
場所 で は 使え ませ ん 。( 湯 気 の 侵 人 に よる 絶縁 不良 、 感 電 の 原因 ) 


る ⑧ 取 り 付 け は 、 お 買い あけ の 販売 店 、 ま た は 専門 業者 に 依頼 する 。 
(一 般 の 方 の 工事 は 法律 で 人 茜 じ られ て お り ま す ) 

@ お 手入れ の 際 は 、 必 ず 電 源 を 切る 。( 感 電 の 原因 ) 

@ 漂 、 輸 いな どの 異常 を 感じ た ら 、 す ぐに 電源 を 切る 。 
(感電 、 火 炎 の 原因 ) 
工事 店 、 お 買い あげ の 販売 店 に ご 相談 くだ さい 。 

る ⑧ 問 具 の 取り 付け は 、 電 気 工事 士 の 資格 の ある 方 が 「 電 気 設備 
に 関す る 技術 基準 ]、「 内 線 規 定 」、 お よび 、 本 説明 書 に 従う 。 
(取り 付け に 不備 が ある と 器具 落下 、 感 電 、 火 炎 の 原因 ) 

る ⑧ 取 付 方 向 は 、 本 説明 書 に し た が っ て 正しく 施工 する 。 
(感電 、 火 炎 、 ケ ガガガ の 原因 ) 
電源 接続 線 は 、 本 説明 書 の 「 器 具 の 取付 方 法 」 に 従っ て 
お こ な う 。 

(端子 台 へ 差し 込む 際 、 記 線 部 を 曲げ た り 、 ね じ っ つて 挿入 
する と 接続 が 不 完全 と な り 、 発 熱 、 火 災 の 原因 ) 

人 @ 舌 具 の 送り 容 時 は 13A で す 。 

火災 の 原因 ) 

人 交流 電源 を ご 使用 くだ さい 。 電源 周波 数 は 50Hz、60Hz 
共用 で す 。 電源 電 庄 は 、 器 具 銘 板 ま た は 本 説明 書 に 記載 さ 
れ て いる 電圧 土 696 内 で 使う 。 

(間違っ て 使用 する と LED 電 源 ユ ニッ ト 、 器 具 な どの 
短 寿 英 、 火 災 の 原因 ) 

電源 線 を 接続 し た 後 は 、 接 続 部 の 絶縁 ・ 防 水 処理 
(自己 融 着 テー プ の 使用 等 ) を 確実 に お こ な う 。 

(感電 ・ 火 炎 の 原因 ) 


人 @ 舌 具 の 一 部 が 破損 し た まま 使わ な い 。 (落下 、 ケ ガ の 原因 ) 

信 器 具 の 下 に スト ー ブ 、 コ ン ロ な どの 発熱 物 を 置か な い 。 
(火災 、 沙 下 、 右 具 の 変形 、LED 短 寿命 の 原因 ) 

人 @ 碧 具 を 洗剤 や 楽 品 な ど で 拭 いた り 、 条 虫 剤 を か けた り し な い 。 
( 番 具 の 人 破損 、 落 下 、 感 電 な ご の 原因 |) 

@LED 点 灯 時 、 お よび 消灯 直後 は 器具 に 触れ な い 。 
(高温 の た め 、 火 傷 の 原因 ) 

0⑧ 一 上 艇 軒下 用 器具 で す 。 
雨 の 吹き 込み を 直接 受け る 場所 で は 使わ な い 。 
(感電 、 落 下 、 サ ビ の 原因 |) 

⑧ 上 直射 日 光 の 当たる 場所 、 湿 気 の 多 い 場 所 、 振 動 の ある 場所 
腐食 性 ガス の 発生 する 場所 で は 使わ な い 。 
(感電 、 落 下 、 サ ビ の 原因 |) 

人 @ 碧 具 を 密閉 し た 空間 に 設置 し な い 。 (発熱 、LED 短 寿命 の 原因 ) 

信 濡 れ た 手 で 器具 を 取り 扱わ な い 。 (感電 、 故 障 の 原因 ) 


念 周囲 温度 は 、-10 一 35C の 範囲 の 周囲 温度 で 使用 する 
よう に 、 設 計 し て いま す 。 
(高温 で 使用 する こと 火炎 、LED 短 寿命 の 原因 ) 





器具 の 取り 付け は 確実 に し て くだ さい 。( 患 具 落 下 の 原因 ) : ※ 仮 固定 用 の 水色 テー プ お よび 余っ た 保護 チュ ー ブ は 、 
e 安全 の た め 、 取 り 付 け 高 さ に 応じ た 適切 な 作業 台 や 脚立 を 用 いて お こ な っ て くだ さい 。 (転倒 ・ 転 落 の 原因 ) 高 所 作業 は ご 注意 くだ さい 。 : 製品 内 に 残さ すず 取り 除い て くだ さい 。 


調 光 器 と の 接続 


1 調 光 信号 線 の 被 徐 を 所 定 の 長 さ ご (89dmm) に スト リッ プ す る 。 
( 調 光信 号線 に は の 0.9 また は 1.2Gmm の 軟 銅 線 を 使用 する 。 よ り 線 は 使用 し な いで くだ さい ) 
※ 調 光 器 は PWM 調 光信 号 万 式 の も の を 使用 し て くだ さい 。 万 式 の 異な る 調 光 器 を 使用 し た 場合 、 点 灯 し な 
か っ た り 、 故 障 に 至る 6 る お それ が あり ます 。 


ノ 調 光 踊子 台 と 調 光 鶴 の 間 を 、 調 光信 号線 (ご 本 ) で 接続 する 。 調 光信 号線 を 接続 する 場合 は 、 調 光 端 子 台 の 電線 
挿 信 に 心 線 を 確実 に 娘 まで 大 し 込む 。 必 要 に 応じ て 調 光 器 か ら の 負荷 出力 を 電源 端子 台 に 接続 する 。 
(軽く 引 つ 張り 、 接 続 の 状態 を 確認 する ) 


う 調 光信 号線 を は ず す 場合 は 、 電 源 を 切り 、 解 除 レ バー を ドラ イ バ ー な ご どの 工具 で 直角 に 押し な が ら 引 きき 抜く 。 
※ 調 元 器 側 の 接続 に つき まし て は 、 調 光 器 の 取扱 説明 書 人 を ご 参照 くだ さい 。 





= 中 
取付 場所 を 確 朗 する 
1 器具 の 質量 ( 約 2.3kg) に 十分 面 え られ る よう 、 ボ ルト 取付 部 の 強度 を 確保 する 。 
ボル ト は W3/8 ま た は M10 を 使用 する 。 ボ ルト は 極端 な 鋼 め 出し に な ら な いこ と 。 
(不備 が ある と 、 器 具 落 下 の 原 因 ) 
ノ 帝 具 取付 部 位 に 、 ら 本 の アン カー ボル ト を 800mm の 間隔 で 施工 する 。 
※ 室 内 側 大 井 面 か ら の アン カー ボル ト の 出し ろ は 、 ら 0 一 55mm に し て くだ さい 。 


う 接続 に 必要 な 配線 類 は 、 突 具 の 電源 配線 穴 位 置 付 近 に 出し て お く 。 





本 体 を 天井 に 取り 付け る 


人 1 固定 ビス ( ら カ 所) を は ず し て 、 ボル ト の 出し ろ 
本 体 と 光源 部 を 分 離す る 。 20~25mm NN 
の 分 離し た 本 体 の 電源 配線 六 に プッ クア ウト 一 
配線 類 を 通し な が ら 、 本 体 を NN 
天井 の 取付 場所 に 持ち 上 げ 、 取付 穴 ら カ所) % 
アン カー ボル ト を 本 体 の 取付 電源 線 入線 ロ 
7 に 通す 。 ご 
※ 器 具 を 連 設 する 場合 、 光 源 平 座 金 (市 販 品 ) 
部 の 端 の ノッ クア ウト 部 を a 
使用 する こと が で きま す 。 と 2 





本 体 と 光源 部 を 固定 する - 
落下 防止 用 フッ ク 


人 1 落下 防止 用 フッ ク を 穴 に か ける 。 天井 取付 面 の 開口 箇所 

“ < に は 必要 に 応じ て 、 シ 

2 光源 部 と 本 体 の コネ クタ を 接続 する 。 リコ ー ツ コー キツ グ 等 

2 光源 部 を 本 体 に 向け て 押し 上 げ 、 NE 
両端 を 固定 ビス で 固定 する 。 | 

※ コ ネ ク タ の 噛み 込み に 注意 。 






(4 力 所 ) 


を 推奨 し ます 。 





2 六角 ナッ ト と 平 座金 を 用 いて 、 フット OT 陳 
本 体 を アン カー ボル ト に 固定 Nx リア ンカ ー ボ ルト 
する 。 <S 市 販 品 ) 
※ 安 全 の た め 、 ダ ブル ナッ ト 1 

e 六角 ナッ ト を 、 工 具 を 用 いて し っ か り 固 定 し て くだ さい 。 
3 計 木 来 の 防水 性 能 が 得 ら れず 、 故 障 ・ 感 電 等 の 

原 愉 四 0Sei 
設置 や 接続 の 際 は 、 必 ず 電 源 を お 切り くだ さい 、。 





※ 本 体 が 光源 部 の 溝 に 芝 合 する 
よう に 固定 し て くだ さい 。 





電源 線 を 接続 する NNE NG 、 。 取り 付け お よび 固定 が 不 完全 で 
| 器具 の 取り は ず し か が た ei3s% すこ 本 来 の 防水 性 能 が 得 られ ず 、 
[ 故障 ・ 感 電 等 の 原因 と な り ま す 。 





人 3 ぶ ケ ー ブ ル の 外 拉 を カッ ト し 、 電 源 線 、 ア ー ス 線 を それ ぞ れ 約 60mm 証 出さ せる 。 [ ーー a 
電源 線 、 ア ー ス 線 の 被覆 を それ ぞ れ 12 よ ら mm ス トリ ッ プ する 。 RD TO 
(適合 電線 は の 1.6、 ま た は の ら .0 単 線 専用 電線 で す ) A E 
: 2 コネ クタ を は ず し 、 光 源 部 を 本 体 か ら 分 離す る 。 
2 電源 線 を 注意 ラベ ル に 従い 、 端 子 台 の 挿入 面 に 垂直 に 奥 ま で 確実 に 差し 込む 。 : 3 生子 台 が から 配線 類 を は ず す 。 
差し 込み 後 、 一 度 引 っ 張り 、 接 続 の 確認 を し て くだ さい 。 : 4 アン カー ポル ト の ナッ ト を 緩め て 、 本 体 を 取り は ず す 。 |: 
(端子 台 へ 差し 込む 際 、 芯 線 部 を 曲げ た り 、 ね じ ら な い ) RE ' 


解除 レバ ー 
= ノッ クア ウト 部 を 開口 し た こき 
ロ 所 左 * 直 ミル 時 の 、 ソック アウ トロ し た どき 
ーー ロロ 3 ん に 1 防水 処理 を お こ な う 






う 送り 配線 も 同様 に 接続 する 。 
※ 送 り 容量 は 、 端 子 台 表 示 に が か か わら ず 
13A(30 台 が 目安 ) 以 下 で 使用 し ます 。 


調 光 映 子 台 








調 光 信号 線 
(の 0.9 また は 1 .2 単 線 ) 


4 電源 線 を は ず す 場合 は 、 必 ず 電 源 を 切 つ 
て か ら 、 解 除 レ バー を ドラ イ バ ー な ご で 







2 ; : 電源 線 と 調 光信 号線 本 体 の 端 の ノッ クア ウト 部 を 
mn で ED の 送り 配線 は 、 電 源 電源 線 抜い て 、 取 り 付 け て くだ さい 。 
ー > ME 配線 穴 を 通さ ず 、 連 還 源 配 包 7 (金属 本 体 に ノッ クア ウト 部 が 







| [ 調 光 線 .8-9mm | : 設 する 器具 に 直接 渡 


(の 1.6 また は 2.0 単 線 ) (中 央 線 ) 保護 チュ ー フ 








あり ます ) 
NT 





(残り の 1 本 は 送り 配線 用 ) すこ と が で きま す 。 | 
: XS い 2 の 7 の 6 
EEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEEL 連 設 器具 へ SN 際 
主 、 。 三国 半 // 倒 Ss 光源 首 
電源 線 ・ 調 光信 号 の 接続 人 こら 光源 部 


